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１【臨時報告書の訂正報告書の提出理由】

　当社は、平成29年４月18日付で金融商品取引法第24条の５第４項並びに企業内容等の開示に関する内閣府令第19条第２

項第３号及び第８号の２の規定に基づき臨時報告書を提出いたしましたが、記載事項の一部に訂正すべき事項がありまし

たので、これを訂正するため、金融商品取引法第24条の５第５項の規定に基づき、臨時報告書の訂正報告書を提出するも

のであります。

 

２【訂正内容】

訂正箇所は　　　　　線を付けて示しております。

 

１　[提出理由]

（訂正前）

　平成29年４月18日開催の当社取締役会において、さらなる詳細な精査評価作業の結果、問題がないこと等の一定

の条件の下で、当社は100％子会社であるGNI USA, Inc.（所在地：米国デラウェア州）を通じて、Berkeley

Advanced Biomaterial, Inc.（所在地：米国カリフォルニア州、代表取締役：François Génin, Ph.D.、以下

「BAB」といいます。）を買収することを決議し、同日付で当該買収に関する拘束力のある覚書を締結いたしました

ので、金融商品取引法第24条の５第４項並びに企業内容等の開示に関する内閣府令第19条第２項第３号及び第８号

の２の規定に基づき、本臨時報告書を提出するものであります。

 

＜後略＞

 

（訂正後）

　平成29年４月18日開催の当社取締役会において、さらなる詳細な精査評価作業の結果、問題がないこと等の一定

の条件の下で、当社は100％子会社であるGNI USA, Inc.（所在地：米国デラウェア州）を通じて、Berkeley

Advanced Biomaterials, Inc.（所在地：米国カリフォルニア州、代表取締役：François Génin, Ph.D.、以下

「BAB」といいます。）を買収することを決議し、同日付で当該買収に関する拘束力のある覚書を締結いたしました

ので、金融商品取引法第24条の５第４項並びに企業内容等の開示に関する内閣府令第19条第２項第３号及び第８号

の２の規定に基づき、本臨時報告書を提出するものであります。

 

＜後略＞

 

２　[報告内容]

（訂正前）

１.　特定子会社の異動について（企業内容等の開示に関する内閣府令第19条第２項第３号に基づく報告内容）

(1）当該異動に係る特定子会社の名称、住所、代表者の氏名、資本金の額及び事業の内容

①　名称　　　　：Berkeley Advanced Biomaterial, Inc.

②　住所　　　　：901 Grayson Street, Suite 101 Berkeley CA 94710 USA

③　代表者の氏名：François Génin, Ph.D., Chief Executive Officer

④　資本金の額　：1,614千USドル

⑤　事業の内容　：生体材料の開発・製造・販売

 

(2）当該異動の前後における当社の所有に係る当該特定子会社の議決権の数及び当該特定子会社の総株主等の議

決権に対する割合

①　当社の所有に係る当該特定子会社の議決権の数

異動前：　０個

異動後：未定

②　総株主等の議決権に対する割合

異動前：　０％

異動後：　70％

 

(3）当該異動の理由及びその年月日

①　異動の理由　：当社がBerkeley Advanced Biomaterial, Inc.を買収し、当該子会社の資本金の額が当社

の資本金の額の100分の10以上に相当し、特定子会社に該当するためであります。

②　異動の年月日：平成29年７月31日（予定）

 

２.　子会社取得の決定について（企業内容等の開示に関する内閣府令第19条第２項第８号の２に基づく報告内容）

(1）取得対象子会社の商号、本店の所在地、代表者の氏名、資本金の額、総資産の額及び事業の内容
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①　商号　　　　：Berkeley Advanced Biomaterial, Inc.

②　本店の所在地：901 Grayson Street, Suite 101 Berkeley CA 94710 USA

③　代表者の氏名：François Génin, Ph.D., Chief Executive Officer

④　資本金の額　：1,614千USドル

⑤　総資産の額　：13,227千USドル

⑥　事業の内容　：生体材料の開発・製造・販売

 

(2）取得対象子会社の最近３年間に終了した各事業年度の総資産、売上高及び当期純利益

 

決算期 平成26年12月期 平成27年12月期 平成28年12月期

総資産
5,207千USドル

（567,568千円）

9,930千USドル

（1,082,415千円）

13,227千USドル

（1,441,828千円）

売上高
17,265千USドル

（1,881,908千円）

15,734千USドル

（1,715,054千円）

15,288千USドル

（1,666,495千円）

当期純利益
8,881千USドル

（968,114千円）

6,424千USドル

（700,312千円）

6,170千USドル

（672,612千円）

（注）換算レートは平成29年４月14日三菱東京UFJ銀行公表のT.T.M.109.22円の小数点以下を切り捨てた109円

を採用しています。

 

＜後略＞

 

（訂正後）

１.　特定子会社の異動について（企業内容等の開示に関する内閣府令第19条第２項第３号に基づく報告内容）

(1）当該異動に係る特定子会社の名称、住所、代表者の氏名、資本金の額及び事業の内容

①　名称　　　　：Berkeley Advanced Biomaterials, Inc.

②　住所　　　　：901 Grayson Street, Suite 101 Berkeley CA 94710 USA

③　代表者の氏名：François Génin, Ph.D., Chief Executive Officer

④　資本金の額　：1,614千USドル

⑤　事業の内容　：生体材料の開発・製造・販売

 

(2）当該異動の前後における当社の所有に係る当該特定子会社の議決権の数及び当該特定子会社の総株主等の議

決権に対する割合

①　当社の所有に係る当該特定子会社の議決権の数

異動前：　０個

異動後：未定

②　総株主等の議決権に対する割合

異動前：　０％

異動後：　70％

 

(3）当該異動の理由及びその年月日

①　異動の理由　：当社がBerkeley Advanced Biomaterials, Inc.を買収し、当該子会社の資本金の額が当社

の資本金の額の100分の10以上に相当し、特定子会社に該当するためであります。

②　異動の年月日：平成29年７月31日（予定）

 

２.　子会社取得の決定について（企業内容等の開示に関する内閣府令第19条第２項第８号の２に基づく報告内容）

(1）取得対象子会社の商号、本店の所在地、代表者の氏名、資本金の額、純資産の額、総資産の額及び事業の内

容

①　商号　　　　：Berkeley Advanced Biomaterials, Inc.

②　本店の所在地：901 Grayson Street, Suite 101 Berkeley CA 94710 USA

③　代表者の氏名：François Génin, Ph.D., Chief Executive Officer

④　資本金の額　：1,614千USドル

⑤　純資産の額　：12,985千USドル

⑥　総資産の額　：13,227千USドル

⑦　事業の内容　：生体材料の開発・製造・販売
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(2）取得対象子会社の最近３年間に終了した各事業年度の売上高、営業利益、税引前当期純利益及び当期純利益

 

決算期 平成26年12月期 平成27年12月期 平成28年12月期

売上高
17,265千USドル

（1,881,908千円）

15,734千USドル

（1,715,054千円）

15,288千USドル

（1,666,495千円）

営業利益
9,015千USドル

（982,670千円）

6,576千USドル

（716,804千円）

6,270千USドル

（683,435千円）

税引前当期純利益
9,047千USドル

（986,151千円）

6,537千USドル

（712,578千円）

6,270千USドル

（683,483千円）

当期純利益
8,881千USドル

（968,114千円）

6,424千USドル

（700,312千円）

6,170千USドル

（672,612千円）

（注）1.　換算レートは平成29年４月14日三菱東京UFJ銀行公表のT.T.M.109.22円の小数点以下を切り捨てた

109円を採用しています。

2.　同社の採用する米国の会計基準においては経常利益という科目がないため、ここでは、これに一番

近いものとして税引前当期純利益を記載しております。

 

＜後略＞
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